
【別紙１】

１　教育目標

３　自己評価（達成状況）と学校関係者評価　【A：できている　B：だいたいできている　C：あまりできていない　D：できていない】
本年度重点指導事項 評価項目 評価 取組目標 取組の現状 来年度に向けた改善の方策

①めあてを示し、自ら課題を見つけて主体的に取り組めるように工夫 B
②振り返りを行い、学び（成長）が実感できるように工夫 B
③協同的探究学習の手法を用いて多様な考えを引き出し、深めた C
④指導と評価の一体化を図り、児童の状況に合わせて授業を工夫 B
⑤個に応じた指導で、基礎・基本の習得を図る B
⑥学習支援が必要な児童への配慮 B
⑦モジュールを活用した計画的・継続的な反復学習 B
⑧コロナ禍におけるカリキュラムマネジメント B
⑨言語活動を充実させ、「ことばの力」の育成に努める B
⑩相手を意識した伝え合い方を意図的に授業に取り入れた B
⑪読書活動の充実 C
①安心して帰属できる学級づくり B
②自主的な態度を育む学級活動 B
③いじめを許さない意識の醸成、心の通い合った学級づくり A
④豊かな人間性、社会性を育むクラブ活動 B
⑤相手の目を見てあいさつ A
⑥互いに認め合える、多様な他者との共生に向けた人権教育 B
⑦「考え、議論する」道徳の実施と授業時間の確保 B
⑧学年に応じた情報モラル教育 B
⑨コロナの正しい知識の浸透と偏見・差別を生まない人間関係づくり B
⑩教科横断的な体験活動の実施 C
⑪地域人材等を活用したキャリア教育の充実 C
①運動の習慣化、体力を高める学習活動 B
②栄養教諭と連携した食育指導 A
③なかよし農園を絡めた食育の充実 B
④遊び時間を確保し、健康で活力ある生活習慣の涵養を図った A
⑤マスク・手洗い等、感染予防対策の徹底 A
⑥養護教諭と連携したいのちを大切にする保健教育 A
⑦けがの防止等の保健安全指導 B
①なかよし学級への理解、共に生きる思いやりの心の育成 B
②なかよし学級との相互理解を深める活動を工夫した C
③特別支援教育への理解を深め、児童への適切な支援に努めた B
④合理的配慮・支援を全教職員の共通理解のもとで実施 B
⑤コーディネーターを中心とした校内支援体制の構築 B
①個人目標の設定し、資質能力向上に向けて研鑽を積んだ B
②計画的に教育活動を実施し、評価に基づいて改善を行った B
③定時退勤の実行 A
④自身の働き方の見直しと職務の効率化、勤務時間の適正化 B
①校内･登下校･緊急時の危機管理。安全・防災教育の推進 B
②いじめの積極的な認知と情報共有・組織的対応 B
③いじめの未然防止（温かい人間関係づくり）と早期発見 B
④SC・SSWと連携した、いじめ・不登校への適切な対応 B
⑤心の通い合った人間関係にもとづく生徒指導 B
⑥生徒指導上の課題の情報共有と組織的対応 B
①たよりやHPによる積極的な情報発信 B
②コロナ対応についての情報提供と共通理解 B
③保護者との連絡を密にして信頼関係の構築に努めた B
④こども園・中学校との連携を工夫 B

　

「確かな学力」の育成

「豊かな心」の育成

「健やかな体」の育成

特別支援教育の充実

教職員の資質向上

開かれた学校づくり

・OJT、校内研究を活用した個々の教職員の専門性及び実践
　的指導力の向上
・教職員の協働協力体制の構築と働きがいのある職場づくり

・危機管理マニュアルの活用と家庭・地域との連携協働体制
　の強化
・教育相談体制の充実と不登校・いじめへの組織的取り組み
　の徹底

・適切な学校行事と学校・学年だより、HP等を活用した情報
　発信と共有
・ユニット12の取り組み及び学校運営協議会の活用

・個人目標を掲げ、研究・研修に励んだ。
・コロナ禍で、互いの授業を見合ったり、全校的な研修を行う
　ことができなかった。

安心・安全な学校づくり

・楽しく体を動かす体育科授業や遊びの工夫で体力・運動能
　力の向上
・望ましい食習慣の形成を図る食育の充実
・心身の健康課題に適切に対応する健康教育の推進
・学校の実態に応じた安全防災教育の充実

・インクルーシブ教育システムの構築と共同及び交流学習の
　充実
・障がい特性の的確な把握と効果的な個に応じた支援指導の
　推進

・コロナ禍の中で、全学年とも授業時数をしっかりと確保し、
　学習すべき内容をすべて終えることができた。
・最初にめあてを示し、見通しを持たせて授業を行うことがで
　きた。
・基礎・基本の定着に向け、可能な限りの個別指導を行った。
　朝のモジュール学習でも、基礎的事項の反復学習に継続的に
　取り組めた。
・理由や根拠を問い、自分なりの言葉で説明する場面を多く取
　り入れ、言語活動の充実に努めた。
・コロナ禍で図書ボランティアさんによる読み聞かせができな
　かったのが残念だった。

・「あったか言葉」の掲示、終わりの会で行っている良い所見
　つけが互いを認め合うのに効果的だった。
・コロナへの偏見・差別を取り除くため、互いを思いやること
　の大切さを繰り返し呼びかけた。
・道徳の授業を毎週しっかり確保できた。
・コロナ禍で異学年交流が十分にできなかった。
・マスクをしていることもあり、大きな声でのあいさつができ
　ていない。
・コロナ禍で、体験活動や地域人材の活用が十分にはできかっ
　た。

・時間をたっぷりと確保し、継続的に全員遊びができた。
・コロナ禍の中、稲刈り・とんどを地域の方々とともに実施す
　ることができた。
・養護教諭・栄養教諭と連携し、感染予防に留意した生活指導
　・給食指導ができた。
・避難訓練・防災教育が計画的に実施できた。

・コロナ禍でなかよし学級との交流が十分にはできなかった。
・月１回の推進委員会で情報共有、学期ごとの全体会と適宜
　開くケース会議で支援方法の検討を行った。

２　指導目標（めざす児童像）

加古川市立東神吉南小学校　　　　　令和２年度　学校評価概要

「自ら考え、やりぬく子を育てる」　　ひとりひとりを伸ばす教育を基盤にすえ、知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな児童の育成に努める。

・自ら学びよく考える子　　　　・思いやりのあるすなおでやさしい子　　　　・心身ともに健康でたくましい子

　【学校関係者評価】
　　　・コロナ対応で大変だったと思うが、少人数指導等、学習にしっかり取り組めている。
　　　　・行事がなく、思い出づくりができなかったのがかわいそうだった。来年度はやり方を工夫して、できるだけ行事を実施してほしい。
　　　　・読書量が少ないのが残念だ。新聞などを読む機会を作ってほしい。
　　　　・いじめ対策について、家庭・地域への更なる情報発信が必要ではないか。
　　　　・あいさつをしない児童が多いので、大人の方も根気強く声かけをしていきたい。
　　　　・まだまだ予断を許さない状況なので、コロナの感染予防対策をきっちりと続けてほしい。インフルエンザが少なかったのは、マスク・手洗いの徹底があったからではないか。これからも習慣づけてほしい。

・アセス・心の相談アンケートと教育相談の実施により、児童
　の心の状況をとらえ、ケアすることができた。
・日頃の丁寧な関わりを心がけていかなければならない。
・組織対応システムの実効性を高めていく改善が必要。
・登下校を含む交通安全指導に取り組んだが、まだまだ十分と
　は言えない現状がある。

・HPの更新を心がけたが、コロナ禍で参観日が実施できなかっ
　た分、更なる情報発信を求める声があった。
・コロナ禍でこども園・中学校との交流ができなかった。

・モジュールを有効に活用し、計画的・継続的な反復学習を行
　い、基礎学力の定着と個別指導の充実を図る。
・引き続き、学習のめあてを明確に示し、児童が課題を見つけ
　見通しを持って主体的に取り組めるようにするとともに、学
　習の振り返りを行い、児童が自らの学び（成長）を実感でき
　るようにする。
・協同的探究学習の手法を用いて、「主体的・対話的で深い学
　び」に向けた授業改善に努める。
・朝の学習の時間に週１回読書タイムを設け、読書の習慣をつ
　けるとともに、読書貯金、ビブリオバトル、ブックトーク、
　親子読書等、本（活字）に親しむ活動を設ける。

・引き続き、互いを認め合う機会を日常的につくる。
・「特別の教科　道徳」の時間を確保し、学習のさらなる充
　実を図る。
・コロナ禍の中で、児童が自主的に取り組む児童会活動、委
　員会活動、学級活動を工夫する。
・混合名簿の導入を機にジェンダー意識についての人権教育
　に取り組む。
・計画的に研修を行い、教師自身の人権意識を高めていく。
・やり方を工夫して異学年交流を実施する。
・あいさつ運動、強化月間等をもうけ、あいさつの充実に取
　り組む。
・情報モラル教育の充実を図る。

・引き続き、感染予防対策を徹底する。
・外遊び（週一回の全員遊び）や運動の習慣化を目指す取組
　を継続する。
・なかよし農園を活用し、食育のさらなる充実を図る。
・登下校指導を継続する。

・特別支援教育コーディネーターを中心に、個々人のニーズ
　を把握し、担任・学年・養護教諭・スクールアシスタント
　・補助指導員らが連携して組織的な支援に取り組む。

・校内授業研究を計画的にすすめ、授業力の向上、指導方法の
　工夫・改善を目指す。
・カウンセリングマインドを高めるための研修を積む。

・引き続き、心の相談アンケートおよび教育相談を実施し、
　組織的な素早い対応を心がけ、「いじめ見逃しゼロ」を目
　指すとともに、保護者への情報発信に努める。
・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーと連
　携しながら、児童の心に寄り添った支援を行う。
・交通安全教室（１年：歩行、３年：自転車）を実施する。

・分散開催など、方法を工夫して参観日・オープンスクール
　を実施する。
・引き続き、HP等による情報発信を積極的に行う。

・「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善

・個に応じたきめ細かい指導の工夫

・各教科における言語活動の充実

・図書ボランティアや家庭・地域と連携した読書活動の推進

・豊かな人間関係を育む学級・学校づくりと主体性を育む特
　別活動の充実

・人権感覚を高める人権教育と「特別の教科　道徳」を要に
　した道徳教育の推進

・地域の特性を生かした体験活動とキャリア教育の充実


